
平成３０年度 

第２回 倉渕地域振興協議会 次第 

日  時：平成３１年１月２９日（火） 

午後１時３０分～ 

場  所：倉渕支所３階 倉渕公民館活動室 

１ 開  会 

２ 挨  拶 

３ 議  事 

（１）倉渕地域に関わる事業報告について  資料１ 

（２）倉渕地域のまちづくりに関する意見について  資料２ 

（３）高崎市第６次総合計画・倉渕地域（案）の概要について  資料３ 

４ 連絡事項 

５ 閉  会 

＜配布資料＞ 

資料１ 倉渕地域に関わる事業報告一覧  

資料２ 倉渕地域のまちづくりに関する意見一覧 

資料３ 高崎市第６次総合計画（案） 

参考資料 平成２９年度 高崎市決算の概要 



倉渕地域に関わる事業報告一覧 

ページ 事 業 名 
所  属 

（支  所） 

１ くらぶち英語村運営状況 
企画調整課 

（地域振興課） 

２ くらぶち小栗の里指定管理事業 
観光課 

（地域振興課） 

３ くらぶちこども天文台整備事業 
文化課 

（地域振興課） 

４ 移住・定住を促進するための取り組み 

建築住宅課 

（農林建設課） 

企画調整課 

（地域振興課） 

５・６ 簡易水道整備事業 

水道局 

経営企画課 

（農林建設課） 

７・８ 地籍調査事業 
田園整備課 

（農林建設課） 

資料１





倉渕地域に関わる事業報告書 

平成３０年１０月３１日現在 

事務事業名 くらぶち英語村運営事業
所属 

（支所） 

企画調整課 

(倉渕支所地域振興課)

実施期間 平成 ２８ 年度～平成 ３０ 年度 事業の種類 ソフト事業 

【事業概要】 

対 象 市内をはじめとする全国の小学生・中学生 

実施目的 具体的手段 そ の 他 

旧川浦小の利活用と倉渕地域の

活性化等の観点から、全国の小中

学生を対象とする英語で生活する

山村留学事業を実施する。 

旧川浦小跡地に留学生たち

の生活拠点となる寄宿舎等を

整備。ネイティブスピーカーた

ちと英語で日常生活を送る中

で、実践的な英語力を身に付

けてもらう。 

平成３０年３月に寄宿舎竣工。 

平成３０年４月より通年コース開

設。週末コースは６月より実施、

短期コースは夏休み、冬休み期

間を利用して実施。 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
決算額 平成２９年度事業実績 

合計 373,925 400,064 ・寄宿舎整備 

・通年コース留学生募集・決定 

２９年６月より募集開始。２９年１２月から３０年１月にかけて親子

面接を実施、３０年１月中旬に留学生決定。 

・開設にかかる準備、英語教育、体験活動プログラムの策定 

・その他事業実施に必要な調整 

国 12,833 5,333

県 

地方債 300,000 275,000

その他 

一般 61,092 119,731 

【事業進捗状況】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
平成３０年度事業進捗状況 

合計 168,042 ・通年コース 

 現在、２１名（小学生１５名、中学生６名）が留学生活を送っている。 

・週末コース 

 平成３０年度は年間１８回開催。これまで１０回実施、述べ１６１名が参加した。 

・短期コース 

夏休みに２回、冬休みに１回短期コースを開催 

 夏休みのコースは１０泊１１日を２回実施し、３８名が参加した。 

 冬休みのコースは２４名が参加予定。 

・２０１９年度通年コース留学生の募集 

 ９月１５日から１０月３１日まで留学の申し込みを受付。４６名から申し込みがあ

った。体験留学、親子面接を経て、来年１月中旬に新年度留学生を決定す

る予定。 

国 

県 

地方債 70,000

その他 39,578

一般 58,464
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倉渕地域に関わる事業報告書 

平成３０年１０月３１日現在 

事務事業名 くらぶち小栗の里指定管理事業 
所属 

（支所） 

商工観光部 観光課 

(倉渕支所地域振興課)

実施期間 平成 26年度～ 事業の種類 ソフト事業 

【事業概要】 

対 象 市民、観光客 

実施目的 具体的手段 そ の 他 

市民や観光客が、憩い楽しめる倉

渕地域の情報発信基地の要素を

もった拠点施設を整備し地域の活

性化を図る。 

民間事業者等のノウハウ活用

を目的とした指定管理者制度

を活用し施設の管理運営を行

う。 

Ｈ26.4.4  
道の駅登録（高崎市初） 

Ｈ26.4.26 
「くらぶち小栗の里」オープン 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
決算額 平成 29年度事業実績 

合計 20,000 20,000
年間入場者数                622,212 人 

多目的ホール等の施設利用者数      4,706 人 

平成２９年度末までの累計入場者数  2,328,063 人 

国 

県 

地方債 

その他 

一般 20,000 20,000

【事業進捗状況】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
平成 30 年度事業進捗状況 

合計 20,000 年間入場者数           420,658 人 (Ｈ30年 10 月末現在) 

多目的ホール等の施設利用者数   2,841 人 (Ｈ30年 10 月末現在) 

平成 30年 10 月末までの累計入場者数  2,748,721 人

・実施事業 

6 月 3 日    企画文化事業『新緑の会』 来場者 65 人 

  22・23 日 「ぐんま緑の県民基金」関連事業 倉渕親子自然体験ツアー 

参加者 100 人 

8 月 18 日   くらぶちの夏祭り 来場者 4,000 人 

8 月 25 日   企画文化事業『群響×倉渕中学校音楽部ジョイントコンサート』 

来場者 108 人 

10 月 22日  倉渕長寿ふれあいの集い 参加者 200 人 

11 月 23日  くらぶちやまなみ祭 来場者 1,700 人 

国 

県 

地方債 

その他 

一般 20,000 
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倉渕地域に関わる事業報告書 

平成３０年１０月３１日現在 

事務事業名 くらぶちこども天文台整備事業 
所属 

（支所） 

総務部 文化課 

（倉渕支所地域振興課）

実施期間 平成３０年度 事業の種類 ハード事業 

【事業概要】 

対 象 高崎市倉渕町水沼地内「倉渕水沼公園」の一部 

実施目的 具体的手段 そ の 他 

倉渕水沼公園内に天体観察施設

「くらぶちこども天文台」を整

備し、天体の観察を通じて宇宙

への探求心を養うことにより子

どもたちの健全な育成を図ると

ともに、倉渕地域の豊かな自然

の魅力を市内外に発信し倉渕地

域の活性化を図る。

倉渕水沼公園内に「くらぶち

こども天文台」を建設。 

（規模：約２４㎡ 天体ドーム：

直径４ｍ） 

子どもや車椅子の方にも安全

に利用できるよう、出入口にス

ロープを設置し、また室内も

段差を設けないバリアフリー

に配慮。  

中央公民館屋上に設置されて

いた「三鷹光器製 30ｃｍ天体望

遠鏡」を改修し設置。さらに移

動式望遠鏡 5台を購入。 

オープン後、専属スタッフを中

心に、天文に詳しい方や地元の

方などボランティアの方々の協

力により天体観望会を開催予

定。 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
決算額 平成２９年度事業実績 

合計 

国 

県 

地方債 

その他 

一般 

【事業進捗状況】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
平成３０年度事業進捗状況 

合計 35,000 ○くらぶちこども天文台整備事業 

5 月    中央公民館屋上から望遠鏡を取り出し、改修のためメーカーへ 

5 月～6月 設計委託 

9 月    建屋基礎工事スタート 

11 月末  天体ドーム設置 

12 月   くらぶちこども天文台設置及び管理に関する条例 議案上程 

2 月    天体望遠鏡設置 

3 月上旬 外構（インターロッキング）工事 

3 月中旬 オープン予定 

国 

県 

地方債 

その他 31,000

一般 4,000
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倉渕地域に関わる事業報告書 

平成３０年１０月３１日現在 

事務事業名 移住・定住を促進するための取り組み 
所属 

（支所） 

建設部 建築住宅課 

(倉渕支所農林建設課)

総務部 企画調整課 

（倉渕支所地域振興課）

実施期間 
空き家緊急総合対策事業：平成 26年度～ 
移住促進資金利子補給金制度：平成 28年度～ 事業の種類 ソフト事業 

【事業概要】 

対 象 倉渕・榛名・吉井地域 

実施目的 具体的手段 そ の 他 

倉渕・榛名・吉井地域の人口減少

対策の一環として、同地域の移

住・定住を促進する。 

・空き家緊急総合対策事業 

・移住促進資金利子補給金制度

・空き家緊急総合対策事業： 
空き家を住居として借りる場合、

家賃の一部を助成 

・移住促進資金利子補給金制度： 
移住・定住するための住居取得

に際して受けた融資の利子５年

分を全額補給 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
決算額 平成２９年度事業実績 

合計 119,939 174,555 ・空き家緊急総合対策事業 219 件（倉渕地域 8件） 

制度 2解体費用の一部助成 169 件（倉渕地域 7件） 

制度 5空き家家賃一部補助  10 件（倉渕地域 1件） 

・移住促進資金利子補給金制度 

  49 件うち倉渕地域 2件（平成 28年度認定者） 

  100 件うち倉渕地域 0件（平成 29 年度認定者）

国 

県 

地方債 

その他 

一般 119,939 174,555 

【事業進捗状況】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
平成３０年度事業進捗状況 

合計 128,000 ・空き家緊急総合対策事業 189 件（倉渕地域 13件） 

制度 1 空き家管理の一部助成    33 件（倉渕地域 1件） 

制度 2 解体費用の一部助成     139 件（倉渕地域 11 件） 

制度 5 空き家家賃一部助成      10 件（倉渕地域 1件） 

・移住促進資金利子補給金制度

   76 件うち倉渕地域 1件（平成 30 年度認定者）

国  

県 

地方債 

その他 

一般 128,000
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倉渕地域に関わる事業報告書 

平成３０年１０月３１日現在 

事務事業名 簡易水道整備事業
所属 

（支所） 
水道局 経営企画課
（農林建設課）

実施期間 平成１８年度～平成３０年度 事業の種類 ハード事業

【事業概要】 

対 象 簡易水道整備事業

実施目的 具体的手段 そ の 他 

簡易水道の安定供給を図る。 簡易水道施設の整備及び維持
管理を行う。

簡易水道事業
・倉渕支所管内５事業
・箕郷支所管内２事業
・榛名支所管内８事業

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
決算額 平成２９年度事業実績 

合計 127,443  108,622 施設整備 
・三ノ倉簡易水道 第３配水池配水管布設替工事 
・中部簡易水道 第２水源取水ポンプ交換工事 
・川浦西簡易水道 小倉配水池導水管布設替工事 
維持管理 
・簡易水道施設 
（中部・三ノ倉・川浦・川浦西・相満） 

国 －  － 

県 －  － 

地方債 －  － 

その他 93,138 82,906 

一般 34,305 25,716 

【事業進捗状況】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
平成３０年度事業進捗状況 

合計 200,133 施設整備
・川浦西簡易水道 小倉配水池導水管布設替工事 〔実施中〕

維持管理
・簡易水道施設（中部・三ノ倉・川浦・川浦西・相満）〔実施中〕

国 －  

県 －  

地方債 －  

その他 －  

一般 200,133 
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倉渕地域の

H30 施工箇所

位 置 図

小倉水源

H29 施工済施工箇所

川浦西簡易水道 小倉配水池導水管布設替工事 
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倉渕地域に関わる事業報告書 

平成３０年１０月３１日現在 

事務事業名 地籍調査事業
所属 

（支所） 
農政部 田園整備課
（農林建設課）

実施期間 平成１５年度～平成６４年度 事業の種類 ハード事業

【事業概要】 

対 象 地籍調査事業

実施目的 具体的手段 そ の 他 

国土の開発・保全・利用・地籍
の明確化を図るために国土の実
態を科学的総合的に調査する

地権者の立会いのもと一筆ご
とに、所有者、地番、地目及び
筆界を確認し、地籍簿・地籍図
を作成する

進捗率
高崎市全体 33.62％
（倉渕地区  4.14％）

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
決算額 平成２９年度事業実績 

合計 47,967  58,847 １年目工程（境界立会い等）
水沼Ⅰ地区、日高Ⅲ地区、保渡田Ⅴ地区、上芝Ⅲ地区、一枚
畑・十二西・西大平地区、吉井Ⅵ地区、
１．３９km２

２年目工程（閲覧等）
三ノ倉の一部 10地区、日高Ⅱ地区、上芝Ⅱ地区、樽ノ平・釜
ケ谷・白崩地区、吉井Ⅴ地区
１．４４km２

国 －  －  

県 33,492 41,316 

地方債 －  －  

その他 1 28 

一般 14,474 17,503 

【事業進捗状況】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
平成３０年度事業進捗状況 

合計 45,881 １年目工程（境界立会い等） 〔実施中〕 
水沼Ⅱ地区、日高Ⅳ地区、上芝Ⅳ地区、吉井Ⅶ・塩川Ⅰ地区、保渡田Ⅵ地区 
０．５８km２

２年目工程 〔実施中〕 
水沼Ⅰ地区、日高Ⅲ地区、上芝Ⅲ地区、吉井Ⅵ地区、保渡田Ⅴ地区、一枚
畑・十二西・西大平地区、 
１．３９km２

国 －  

県 31,694 

地方債 －  

その他 1 

一般 14,186 
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位 置 図 

相 吉 

島 山

小 常
地籍調査事業（一筆地調査）水沼Ⅱ 
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資料２

倉渕地域のまちづくりに関する意見一覧

倉渕支所 地域振興課



■倉渕地域のまちづくりに関する意見〔平成３１年１月２９日開催〕

内容区分 意  見 回  答

高齢者あんしんセンターにつ

いて 

私の亡くなった母は、高齢者あんしんセンターの開所以

来毎年、担当者の訪問相談を受けていた。倉渕地区には独

りで頑張る高齢者が大勢いる。その人たちの生活に寄り添

う高齢者あんしんセンターくらぶちの役割や活動につい

て教えてほしい。 

また、センターが区の行事やサロン等の地域と連携した

活動が出来るのか、また、出来るならばどんな活動が出来

るのかを教えてほしい。 

高齢者あんしんセンターくらぶちは、高齢者の抱える心配ご

とや悩みごと、介護保険に関する疑問などの総合相談窓口で、

電話や来所による相談はもちろんのこと、「待つ福祉から出向

く福祉へ」を合言葉に、積極的に地域へ訪問することで、より

地域に密着したきめ細やかな支援を行っている。 

活動内容に応じてセンターが区の行事やサロン等の地域と

連携した活動に参加することは可能なので、その都度、センタ

ーにご相談いただきたい。 

伝統文化継承について 倉渕地域には獅子舞、山車囃子、太々神楽などの伝統芸

能があるが、昨年は水沼地区の獅子舞が人手不足により休

止となり、今年は小規模ながらなんとか実施できた。文化

協会倉渕支部長として、いくつかの祭典等に出席して、改

めて伝統文化を継承して行く事の難しさ、そして、活動を

続ける関係者の経済的負担や、努力を実感した。また、伝

統文化を継続していくことの大切さも認識した。 

市として、伝統文化の継承、継続についてどのように考

えているのかを教えてほしい。 

現在、市内の多くの保存団体が指導者の高齢化、

少子化に伴う後継者不足といった厳しい状況の中で

活動を続けているが、地域の宝である伝統芸能が今

後も末永く保存・継承されるよう「伝統民俗芸能祭

り」の開催や「伝統芸能等支援補助事業」など、発

表の場の提供や活動に係わる運営費の補助などを通

して、引き続き支援を行っていきたい。 



参考資料












